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ま え が き 

 

 

2017 年 3 月 28 日に働き方改革実現会議で決定された「働き方改革実行計画」において

「職業能力・職業情報の見える化」として職業情報提供サイト（日本版 O-NET、以下「日本版

O-NET」という。）の創設が提言された。これを受けて厚生労働省では、2019 年度末の日本版

O-NET のサイト公開に向けて準備を進めてきたところである。 
労働政策研究・研修機構は、長年にわたり日本において職業情報の収集、整理及びその一

般への提供を行ってきたことから、厚生労働省による日本版 O-NET の開発にあたり、同省の

要請により 2017 年度は「職業情報提供サイト官民研究会」を設置し基本構想のとりまとめ

を行った。それに続く 2018 年度、2019 年度の 2 年間は、日本版 O-NET に収録する約 500 の

職業情報（インプットデータ）の収集を目的に調査研究等を実施してきたところである。イ

ンプットデータについてはサイト公開後も内容の充実、データの応用的な分析等を継続的に

行うこととなるが、当初予定していた約 500 職業の基礎データの収集が終了したことから、

開発の経緯、職業情報の内容等について、現時点でのとりまとめを行った。日本版 O-NET に

関心をお持ちの皆様にご参照いただければ幸いである。 
職業情報の提供は、労働市場にある様々な職業や新しい仕事を「見える化」することによ

り、学生、求職者の進路選択や就職活動、在職者、人事担当者にとっては人事異動、人事配

置、教育訓練プランの作成等に資するものである。さらに、ハローワーク、民間職業紹介事

業者等のキャリアコンサルタントの方々に汎く活用いただくことで、個別の企業のみならず

労働市場全体の中で、ミスマッチをなくし、人材配置の最適化、労働移動の円滑化等を効率

的に実現することに貢献できると考える。 
労働力人口が減少する中、今後、日本は、年齢、性別を問わず多くの人が生涯を通して長

く働くようになる。一生の中で、誰にとってもキャリアの転換、離職・転職が珍しいことで

はなくなるだろう。日本版 O-NET が提供する職業情報が、こうした労働者や求職者のキャリ

アの節目で有効活用され、社会にとって必要不可欠な情報となっていくことは想像に難くな

い。 
日本版 O-NET で提供する職業情報が学生、求職者、在職者、人事担当者はもちろん進路指

導、就職支援等の現場で支援を行う方々に、日々あたり前にご活用いただける情報インフラ

となることを開発に関わる者としても大いに期待するところである。 
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